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　創刊号に続いて、今号では、図書の形態

（単行本や雑誌）以外の資料の実際について

ふれ、今後の、資料整備の方針とそれらが抱

えている問題についてみてみよう。

　まず、図書に近い形態として、映画製作の

過程で必要とされる撮影台本があげられる。

これは、単行本や雑誌に掲載されたシナリオと

違って、企画の段階や実際の撮影現場で使

用される台本であり、書籍のように一般に流

通するものではない。しかも、あくまで映画製

作の流れにそって生み出されていくものである

ため、各種の版が存在するのが特徴である。

たとえば、ある企画を実現させるための検討

用台本があるとすれば、その準備稿や第2稿、

第3稿、決定稿、決定2稿、完成台本等、さま

ざまなバージョンが一つの作品に対して存在

する。そうした性格上、準備段階でタイトルの

確定していないものや、著者である脚本家が

変更になる場合なども考えられ、整理上の採

録事項としては注意しなければならないところ

である。また、台本と関連したものとして、梗

概やコンティニュイティ（絵コンテ）、ストーリー

ボード、スクリプターの記録、アニメーション映

画や特殊撮影の際に使用される進行台本とい

ったものもこの範疇に入る。

　撮影台本は、歴史的には監督が口立てで

演出していた頃から存在し、フィルムセンター

でも、天活系の映画館であった浅草大勝館の

座付作者桂田阿弥笠（かつらだ・あみがさ）が

使用した大正初期のもの（和紙に謄写刷した

もの）から、弁士の説明用台本、製作会社が

内務省に提出した検閲用台本、戦後になって

映倫に審査用に提出された実際の撮影現場

で使用されていた台本など、そのほか、外国

映画のオリジナル・スクリプトをはじめとして翻

訳台本、字幕スーパー作成用の台本など、そ

の種類も多岐にわたっている。特殊なものとし

ては、監督をはじめとした各職能者の書込み

のある台本も存在する。

　現在、フィルムセンターでは、映倫管理委

員会から審査済の台本が定期的に寄贈され

ており、戦後公開された日本映画については

柑当量のものが保管されている。点数として

は約22，000冊。ただし、その多くは劣化しやす

い酸性紙（藁半紙）であり、製本もしっかりして

いないため破損の危険性が高く、他の媒体へ

の転写も含めて今後考慮しなければならない

点である。

　次に、映両の重要な宣伝材料であるスチル

写真川についてみてみよう。映画のスチル写

真は、一般に映画が完成する以前に作成され

る宣伝用の媒体で、場面写真や扮装した出

演者のポートレートなどからなっている。これは

あくまでも、スチル・カメラマンによってクランク

イン以前や実際の撮影（本番）の後に撮影さ

れるもので、映画作品と同一のカットではな

い。極端な場合、宣伝スチルのみ存在するも

のや完成した作品とは俳優が代わってしまっ

たケースもある。

　しかし、ドキュメンテーションとしてのスチル

写真の重要性は、出版物や研究資料におい

て映画作品を補足的に挿図として説明するに

とどまらず、特に戦前の場合など、フィルム自

体が失われて見ることができない場合などに、

シナリオだけでは捉えられない重要な視覚的

イメージをもたらしてくれる手掛かりにもなる。

また、クレジットの欠落した作品を特定する一ヒ

での重要な決め手にもなるし、ポートレートや

ブロマイドも含めた写真資料の蓄積は、忘れら

れつつある俳優や映画人のイメージを強固に

する上でも役立つ資料といえよう。

　形態としては、日本ではキャビネ・サイズ

（11．9×16．7cm）が主流で、変わったものとし

てはワイドスクリーンに対応したシネスコ判

（11．0×21．2cm）があり、欧米では8×10（六っ

切：19．0×20．Ocm）が多く見られる。フィルム

センターの所蔵するコレクションは、戦前、大

日本映画協会が所轄していた日本映画雑誌

協会が、旧キネマ旬報調査部から受け継いだ

1920年代から40年代までのスナップ写真を含

む日本映画のスチル写真コレクションや、戦後

映倫より寄贈された邦画・洋画の宣伝スチル

など、その数、約17，000作品230，000枚に及

ぶ。これらのうちには、大量複写のための乾板

（ドライプレート）も含まれているが、戦前戦後

を通じてバライタ紙による紙焼きはおおむね保

存状態は良好である。とはいえ、保存のため

のデュープネガ作成などの措置が考えられな

ければならないのは今後の課題として残る。

　整理に当たっては、作品の確定にはじまり、

大きさや、カットの種類、枚数等の確認を行な

い、外国映画3，780作品59，870枚に関しては

完全な調査と中性紙の保存用袋（キャビネ用

：14．2×20．5cm、大判用：28．8×36．9cm、2

種）への入れ換えを終了した。整理期間延べ

2年。

　また、既成の宣伝用スチル写真とは別な形

として、フィルム・アーカイヴにおけるコマ撮り

写真（フレーム・エンラージメント）の作成があ

げられる。コマ撮り写真は、映画フィルムより直

接1フレームを引き出し、特別のアタッチメント

（ベローズ）によってスチル・カメラで再撮影す

るもので、小宮登美次郎コレクションの復元上

映会の際の解説書である「フィルムセンター

89」（1989年）の作成において初めて本格的に

行なったものである。これは既存のスチル写

真がない場合に行なうものだが、映画フィルム

と同一のカットを再現できるため、作品分析の

上でも重要な資料といえる。ちなみに、小宮

登美次郎氏自身もその昔、まだ輸入外国映画

のスチル写真が手に入らなかった時代に、同

じような方法でコマ撮り写真を作成し、帰山教

正氏らの雑誌「キネマ・レコード」に提供してい

たとのことである。

　映画ポスターは、ただ単に映画関係資料や

宣伝媒体であるにとどまらず、それ自体が一

つの作品として語られる場合が多い。それは

映画ポスターがグラフィック・アートの一分野と

して確固とした地位を築いているからである。

映画が誕生したときにすでにポスターは商業

デザインとして認められた存在であり、現代の

広告活動の一先端として映画産業が発展し

ていったため、当然映画ポスターも時代の流

行や風俗、意匠に微妙に影響され、また影響

を及ぼしながら、印刷技術の進歩に伴って、

文字と図像からなる数多くのデザインを生み

出していった。そのため、カタロギングに際し

ては、スチル写真の場合の写真家以1二にデザ

イナーの名前が重要であり、個別の映画ボス

ターを集めた図版集もいくつか出版されてい

る。

　配列や保存に際しては、その大きさが問題

となる。日本映画の場合、概してB系列の判

型が多く、B2サイズの半裁ポスター（51．5×

72．8cm）が主流で、　B2縦半分のスピード・ボ

スター（文字情報のみで作品を告知するも

の）、B2縦2枚組の立看ポスター、B1・3枚

組のCポスターなど大きさにヴァラエティがあ

り、欧米の場合はA系列が主流となっている。

そのため、収納には大きさごとにまとめた方が
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効率がよく、フィルムセンターでは既製品のA

1のマップケース（スチール製）に加え、B1の

マップケースを特別注文で用意し、その他の

サイズは中仕切りによって対応している。保存

方法では、裏打ちの必要性など費用面でも問

題となるところである。

　コレクションの内容としては、日本映画雑誌

協会旧蔵の戦前の日本映画のものや、批評

家で映画輸入業者・一立商店、日蘇商会等

に関係していた袋一平の蒐集した1920、30年

代ソビエト映画ポスター、また、映倫から寄贈

された戦後の邦画・洋画のポスターなど、約

19，000枚にのぼる。

　次に、映画製作や配給、興行の過程で必

要とされるプレス資料についてみてみよう。主

に文字と図版によって構成され、製作発表か

ら製作段階でリリースされるスタジオ・メール

や製作通信、完成段階で配給系統に流され

るプレスシート、試写会などでジャーナリストに

頒布されるいわゆるプレス、映画館で頒布販

売されるちらしやパンフレットなど、ここには一

つの映画作品について、そのクレジットや解

説、あらすじ、プロダクション・ノート、宣伝文

案等といった各種の情報が盛り込まれ、その

内容・形態も関係者だけに配布されるものから

一般に販売されるものまで多種多様である。

　また、歴史的に見た場合、これらの資料は

映画作品を宣伝する目的で作られてきたため

に、業界での宣伝形態の変化を端的な形で

受けてきたといえる。たとえば、映画館での興

行を例にとると、はじめは演劇にならって引き

札やびらであったものが、日本における初期

の映画常設館の一つ浅草・帝国館が「第一新

聞」という興行映画ニュースを定期的に出した

ことによって、他の映画館でも番組替りに合わ

せて週単位で〈映画館プログラム〉を発行する

ようになった。しかし現在では拡大ロードショー

が主流になったため、戦前のような座館単位

の刷り物は少なく、作品単位でのパンフレット

に変化した。注2こうした変化は戦後邦画各社

が製作・配給・興行を決まった系統で行なっ

ていた頃のプレスシートが現在では見られなく

なったことにも現れている。プレスシートは、表

がB2半分の短冊状のポスターで、裏にクレジ

ットやロゴ見本、物語や解説、宣伝のポイント

や映画館内での放送文案などをのせたもの

で、フィルムセンターでも1960年代より70年代

にかけての映倫からの寄贈分が多く保存され

ているが、現在ではこうした定型のものは少な

く、大きさも内容も様々である。そのため、プレ

ス資料の分類・整理・保存が最も遅れている

要因ともなっている。注3

　以上が、主要な映画関係資料のあらましで

あるが、勿論これ以外にも、戦前の映画説明

を録音したSPレコードやサウンドトラックのレコ

ード、CD、録音テープといった録音物資料、

戦前の家庭用玩具フィルムから9．5mm、

8mln、ビデオテープやレーザーディスクといっ

た録画物資料、撮影機、映写機や現像関係
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の機材や機器資料、映画前史の玩具や機械、

美術や衣装に関する資料、特殊撮影に関する

資料、アニメーション映画に関するもの、また

は映画会社、映画人の遺した各種文書などの

個別コレクション等々、数え上げていけばきり

がない。

　こうした多種多様な資料を前にしての、フィ

ルムセンターにおける今後の資料整理の方針

としては、分類体系や採録項目の確定および

記述の統一といったことがあげられる。各資料

を適正なかたちで分類し、その用語の検討を

し、その上で正確に記述していくためには、各

資料に関する発生的かつ歴史的な研究がな

されなければならない。参考までに別表に素

案ではあるが資料分類表をあげておく。

　加えて、膨大な資料を情報化する上で、各

資料の効率のよいつながりといったことを考え

ていかなければならない。たとえば、ある一つ

の作品があった場合、映画フィルムのカタロギ

ングデータ注4と連動した形で、その作品の

35mm上映用プリントやデュープネガが何本

あるか、また撮影台本、ポスター、スチル写

真、プレス資料が何種何枚あるか、さらに作

品に関する雑誌の記事や単行本がいくつある

かなど、一つの作品単位で各資料が関係付

けられていることが望ましい。この場合、作品

に関するクレジット情報（製作年や製作会社、

監督や出演者など）が、同一のものとして共有

できるため、一つの作品単位のデータベース

が存在すれば、そこに異なる資料の形態や種

別だけを登録すればよく、膨大なデータ入力

の手間を考えた場合、確実に作業の省力化

につながるはずである。そして、その場合も、

注意しなければならないことは、たとえば日本

映画でいえば、はじめから作品総目録を作る

といったようなことはせず、現在コレクションとし

てある資料の作品簿を作ることで、徐々にナ

ショナル・フィルモグラフィー作りへと近付けて

ゆけばよく、その組織の規模や人力を無視し

た構想は、最初から挫折する運命にあるとい

える。また、このような自館が所蔵している資

料の整備が必要であると同時に、その労力の

分散をはかる意味でも、他の映画関係資料保

存機関との情報の交換や共有化、協力作業

がなされなければならないことはいうまでもな

い。注5

　フィルム・アーカイヴにおけるドキュメンテー

ション部門の充実は、映画フィルムの蒐集計

画を立てる上でも、映画フィルムを復元し不完

全版を補う意味でも、フィルムのカタロギング

作業をする上でも、上映番組を企画しそれに

基づいて解説資料を作る場合にも、また資料

の展示を行なうヒでも必要なことである。つま

り、フィルム・アーカイヴのそれぞれの仕事全

てとかかわりを持ち、支援する役目を負ってい

るといえる。ただし、映画保存や映画ドキュメ

ンテーションに対する基本環境の整備が整わ

ず、それに対する理解が多くの場所で充分に

違

得られているとはいえない現在の状況を考え

た場合、アーカイヴの抱えている資料の性急

な公開に対しては慎重にならざるを得ない。フ

ィルムセンターにおいても、蓄積された資料は

理想的にはすべて公開することを前提どして

いるが、現在の段階では図書室をそのひとつ

の窓口として、暫定的にではあるが、一歩二

歩公開に向けての環境作りを行なっていくし

かないのがその現状である。そして、フィルム

センター図書室の基礎をになった辻恭平氏を

はじめとして、映画ドキュメンテーションの整備

に尽力された多くの先人達の業績を着実に受

け継ぎながら、次世代に伝えていくしかないの

である。覇
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＊［　］は映画フィルムとして管理している。

注1二映両業界では「スチール」と表記されることが多いが、フ

　　ィルムセンターでは原1’1に近付けてあえて「スチル」と

　　統・・した。

注2：たたし、最近になって単館ロードショーやミニシアター

　　の普及によって、戦前とは違った形で1映画館単位のパ

　　ンフレットが充実してきたことも事実である。

注3：参考までにフィルムセンターで所蔵している各資料の

　　保管場所を記しておくと、図書および撮影台本は京橋4

　　階図　室の閉架1叱庫内、スチル写真、ポスター、プレ

　　ス資料は京橋地卜3階の作品収蔵庫（温度20度、湿度

　　50％）に保管してある。また、これらの資料のうちで同

　　一・のものが3つ以1二あるものについては、危険分散の

　　意味もあって、フィルム保伺1のある相模原分館に常

　　温で保管してある。機材関係の資料も同様である。

注1：フィルムセンターでは、FIAFの映両目録規則に？｛E拠し

　　ながらも日本語に対応した独白のフィルム・カタロギン

　　グをクライアント／サーバ環境のコンヒュータヒでfl’なっ

　　ており、この〈NFCテータベース〉については別の機会

　　に紹介する予定である，，

注5：加えてフィルムセンターでは、毎年各大学から受け入

　　れている博物館学実習生の渉｛習に、資料整理なとの

　　作業を行なっており、過去多くの実績をあげている。
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